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本書は、財団法人山形県埋蔵文化財セ ンターが発掘調査 を実施 した、泉森窯跡 と、坂ノ

下遺跡の調査成果をまとめたものです。

泉森窯跡 と、坂 ノ下遺跡は山形県の北西部に位置する酒田市 に所在 します。酒田市は山

形県内を貫流す る最上川が 日本海に注 ぎ込む河口に発展 した商業地で、庄内平野か らの良

質の米穀 を日本海で運ぶ北廻船の寄港地 として も有名な都市です。 また、出羽国府跡 とし

て擬定 される城輪柵跡が所在する町で もあ ります。

この度、平成13年 度中山間活性化ふれあい支援農道整備事業(飽 海中央地区)に 伴い、緊

急発掘調査 を実施 しま した。

泉森窯跡では、古窯跡1基 と土坑1基 が検 出され、古窯跡には山の斜面 を利用 し、焼 き

損 じた遺物 を捨てた広い部分が確認 され、中には当時の食器類や建物の屋根 を葺 く瓦片が

多数出土 しました。瓦は、城輪柵跡の政庁域 に近い所で出土 した瓦 と同範で焼かれた もの

で、 出羽国府 と言われる城輪柵跡 との関連が今後の研究の貴重な資料 として得ることがで

きました。 また、坂 ノ下遺跡では狭 い範囲に多数の掘立柱建物跡が確認 され、泉森窯跡 を

営んでいた人々との関係 に興味があるところです。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史のなかで創造 し、育んで きた貴重な国民の財産 といえま

す。 この祖先の足跡 を学び、祖先へ と伝えてい くことが、私たちの重要な責務 といえます。

その意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動などの一助 となれ

ば幸いです。

最後にな りま したが、調査 においてご協力いただいた関係各位 に心か ら感謝申し上げま

す。

平成16年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰
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本書は、中山間活性化ふれあい支援農道整備事業(飽 海中央地区)に 係る泉森窯跡及び坂ノ下遺跡の発掘

調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料 などの内容より優先 し、本書をもって本報告 とする。

調査 は山形県農林水産部及び山形県教育庁社会教育課文化財保護室の委託により、財団法人山形県埋蔵文

化財セ ンターが実施 した。

調査要項は以下の とお りである。
いずみもり さかのした

遺 跡 名 泉森窯跡 坂ノ下遺跡

遺 跡 番 号 平成13年 度登録 平成13年 度登録

所 在 地 山形県酒田市生石字泉森 山形県酒田市生石字坂ノ下

調 査 主 体 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理 事 長 木村 宰

受 託 期 間 平成13年7月1日 ～平成14年3月31日

現 地 調 査 平成13年7月14日 ～9月1日

整 理 期 間 平成13年8月20日 ～9月14日

調査担当者 調査第一・課長

調査第三課長

主任調査研究員

調 査 員

副 調 査 員

本書の作成、執筆、遺物写真撮影は野尻

査研究員が、土器の集合写真は須賀井明子調査員が撮影 した。

委託業務は下記の とおりである。

航空写真測量 シン技術 コンサル ・資料サ ンプル分析 ・パ リスサーヴェイ

出土遺物、調査記録類については、報告書作成終了後すみやかに山形県教育委員会に移管する。

発掘調査および本書を作成するにあた り、下記の方々からご協力、ご助言 をいただいた。(順 不同、敬称

略)

山形県農林水産部、山形県庄内総合支庁酒田農村整備課、山形県教育庁社会教育課文化財保護室、庄内教

育事務所、酒田市教育委員会、小野 忍、川島崇史、八幡町教委 大川貴弘、仙台育英高校 渡邉泰伸、

山形市教委 須藤英之、致道博物館 酒井英一、鶴岡市教委 真壁 建、佐藤禎宏、富樫泰時、舟木義勝、石郷

岡誠一、東北芸術工科大学歴史遺産学科生 藤原英幸 ・森 秀秋

野尻 侃(泉 森窯跡調査主任)

佐藤正俊(坂 ノ下遺跡調査主任)

伊藤邦弘

豊野潤子

石垣岳彦

侃が担当した。又、巻頭写真の集合写真で、瓦は水戸部秀樹調
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本書で使用 した遺構 ・遺物の分類記号は以下のとお りである。

SQ窯 跡SK土 坑SB掘 立柱建物跡EB建 物跡の柱穴

SPピ ッ トSXそ のほかの遺構 ・性格不明遺構

遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号 として踏襲 した。

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(日 本測地系)に より、高さは海抜高で表す。

本文中の遺物番号は、遺物実測図 ・写真図版 ともに共通とした。

基本層序および遺構覆土の色調記載については、2002年 版農林水産省農林水産技術会議事

務局監修の 「新版標準土色帖」に拠 った。



目 次

I

H

皿

N

V

W

調査の経緯

立地と環境

遺跡の概要

泉森窯跡

遺 物

坂ノ下遺跡

考 察

報告書抄録

0

門
0

0
ゾ

ー
⊥

湘
4

5

ρO

1

4

4

1

2

つ0

表

表

表

出土遺物観察表(蓋)

表

0

ρ0

1

1

巻末

出土 遺 物 観 察表(j不 ・高台 付 圷 ・台付 皿)

出土 遺 物 観 察表

(台付皿 ・横瓶 ・短頚壷 ・壷 ・三耳壷 ・長頚壷 ・鍋 ・i甕)

表4出 土遺物観察表(甕 ・小壷 ・小型甕)

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

O

1

2

3

4

5

6

7

　

ワロ

つロ

　

ら

　

　

　

　

　

ユ

ユ

　

ユ

ユ

　

　

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

遺跡位置図

遺跡概要図

図

9
自

り0

り0

7

1

9
自

8

9

1

1

3

4

5

9

0

2

3

4

5

1

1

1

1

2

2

2

2

2

7

8

1

1

版

泉森窯跡概要図

泉森窯跡調査概要図

泉森窯跡平面図

SK2土 坑

出土土器(蓋 ・杯)

出土土器(杯)

出土土器(杯 ・高台付圷)

出土土器(高 台付杯)

出土土器(高 台付」不 ・台付皿)

出土土器(横 瓶)

出土土器(短 頚壷)

出土土器(三 耳瓶 ・長頚壷)

出土土器(渦 ・甕)

出土土器(大i甕1)

出土土器(大 甕2)

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

ユ

ユ

　

　

　　

ワ
の

　

　

ワの

　

　

　　

ヨ

ヨ

リむ

ヨ

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

「D

ρ0

7

8

表

表

表

表

出土遺物観察表(SK2)

出土遺物観察表(軒 丸瓦)

出土遺物観察表(丸 瓦)

出土遺物観察表(平 瓦)

出土土器(大 甕3・ 小壷)

出土土器(赤 焼土器)

SK2土 坑出土土器

出土瓦(軒 丸瓦1)

出土瓦(軒 丸瓦2)

出土瓦(瓦 頭面)

出土瓦(丸 瓦1)

出土瓦(丸 瓦2)

出土瓦(丸 瓦3)

出土瓦(平 瓦1)

出土瓦(平 瓦2)

出土瓦(平 瓦3)

出土瓦(平 瓦4)

坂 ノ下遺跡概要図

坂ノ下遺跡遺構配置図

坂ノ下遺跡出土遺物

0

9
臼

3

4

3

4

4

4

6

8

1

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

5

6

7

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4



巻頭写真1

巻頭写真2

写真 図版1

写真図版2

写真図版3

写真図版4

写真 図版5

写真図版6

写真 図版7

写真図版8

写真図版9

写真 図版10

写真図版11

写真 図版12

写真図版13

写真図版14

写真図版15

泉森窯跡最下層出土状況(北 か ら)

出土瓦葺 き方 ・出土土器集合

SQ1完 堀 ・断面設置状況 ・完堀 ・断面

SQ1完 堀 ・灰原遺物出土状況

調査風景

断面 ・土器 出土状況

最下層 ・土器 出土状況

断面切断状況 ・完堀

焼成部断面 ・燃焼部断面

上半部断面 ・下半部断面

壁面断ち割 り

南北断面

灰原断面

調査風景 ・説明会風景

蓋 ・杯(1～27)

杯 ・高台付杯(28～54)

高台付」不・台付皿(55～78)

写真図版

写真図版16

写真図版17

写真図版18

写真図版19

写真図版20

写真図版21

写真図版22

写真図版23

写真図版24

写真図版25

写真図版26

写真図版27

写真図版28

写真図版29

写真図版30

写真図版31

写真図版32

横 瓶(79～86)

短 頸壷 ・三 耳 壷(87～98)

長 頸壺 ・渦(99～112)

甕 ・壷(113～120)

壺(121～127)

赤 焼 土器 甕(128～138)

SK2出 土 土 器(1～13)

軒 丸 瓦(1～5)

軒 丸 瓦(1～13)

軒 丸 瓦(12～25)

丸 瓦(26～37)

丸 瓦(38～46)

平 瓦(48～55)

平 瓦(56～63)

坂 ノ下遺 跡 全 景 ・遺 構 検 出状 況

坂 ノ下遺 跡 、 建物 跡 検 出 状 況

坂 ノ下遺 跡 出土 遺物



1 調査の経緯

1調 査に至る経過

平成13年5月22日 酒田市教育委員会文化課 より、県教育委員会文化財保護室に酒田市生石地

区で工事中の農道整備事業区域内で、土器や瓦の破片が多数発見 されたとの急報が示され、5

月24日 に保護室担当職員が現地に急行 し発見の状況を把握 した。その結果、事業区域内に土器

や瓦が散乱する台地斜面 と、土器が散布する平地の二箇所が埋蔵文化財包蔵地 として認定され

た。その後、確認された包蔵地の遺跡内容を把握するため事業区域内に試掘調査 を5月28日 か

ら31日にかけて実施 し、台地斜面には古窯跡(泉 森窯跡)が 、やや離れた平地には集落跡(坂

ノ下遺跡)が 確認された。6月25日 には、庄内総合支庁産業経済部長及び酒田市教育委員会教

育長あてに、試掘調査の結果報告を提出し、工事の実施にあた り、遺跡発見通知と文化財保護

法の手続きが必要であることを指導 した。このことを受けた庄内総合支庁酒田農村整備課では

新たに2遺 跡の発見を了承 したが、現地ではすでに工事が進行 していることや、計画路線の変

更などが困難なことか ら早い時期での記録保存の発掘調査 を要望された。要望 を受けた文化財

保護室では新規に発見された遺跡であることや、工事を中止していることなどを考慮した結果、

平成13年 度内での緊急発掘調査 を実施することが望ましいと結論 し、調査を財団法人山形県埋

蔵文化財センターに委託することで調整することとなった。6月28日 には文化財保護室からの

依頼を受けたセンターでは調査開始時期や、調査体制の再考を試み、泉森窯跡 ・坂ノ下遺跡 を

一一括調査 とし、現地調査を7月16日 から9月14日 までの期間で開始することとし、先に工事が

先行する泉森窯跡の調査から進めた。

2調 査の方法と経過

調査は工事が先行する泉森窯跡から開始 した。7月16日 に調査器材の搬入、最初は調査対象

となる区域500㎡ に対 して伐採 された杉材 を取 り除 く環境整備から開始 した。その結果、窯跡

1基 が台地北側斜面に、北東から南東にかけて構築 されている事を確認した。一方、泉森窯跡

の表土除去が終了したことから坂ノ下遺跡内の表土除去を実施、直ちに面整理作業を実施、遺

構の分布状況を確認 し遺構の保護処置 を行ない、調査は泉森窯跡の調査 を優先 した。確認 され

た窯跡は一基であることから窯跡の主軸を中心 として1m単 位の升 目を設置 し、調査グリッド

とした。台地頂部に存在する煙道部は削平され、確認できなかった。窯跡頂部東側には、径70

cm、 深さ15cmの 土坑が確認されている。また、焚口部から北部や、西側にかけては灰原が

台地斜面方向にかけて広が り、調査は窯跡内部の精査 と並行して灰原の掘 り下げを進めた。し

か し、灰原での土器や瓦の出土状況が層を重ねるように出土し、当初推測 した総出土数50箱 を

5倍 以上に越える出土量に予測され、調査計画の見直 しが検討された。事業実施している酒田

農村整備課にこの旨を協議 し、8月10日 の調査終了期間を9月14日 までとすること、及び坂 ノ

下遺跡の調査 も同時に終了することに協議が整い、8月9日 には調査説明会を実施 した。

1調 査 の経緯

1
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H立 地 と環境

皿 立地 と環境

1地 理的環境(第1図)

泉森窯跡、坂 ノ下遺跡は、酒田市街地か ら東方15km、 庄内東部出羽山地の麓に所在する生

石地区東側の丘陵に位置 している。地番は、山形県飽海郡八幡町大字生石字泉森に所在する。

出羽山地は北部に鳥海山か ら連なる丘陵部 と、南部に月山をはじめ とする出羽三山の丘陵部が

偉容をなしている。出羽山地の西部には広大な庄内平野を形成 してお り、山形県の母なる最上

川が平野を貫流 し、平野部を北部と南部に二分する。本遺跡が所在する地域 は北部に位置 し、

この北部出羽山地を源流として、荒瀬川や、日向川、新井田川が日本海に注 ぎ込む。本遺跡が

立地する丘陵の西側には広大な庄内平野を望み、平安時代の国衙 と推定 された城輪柵跡を中心

とした集落跡が点在する。北部出羽山地は、平野部に接する山地と出羽丘陵に分かれる。山形

県企画調整部が実施 した 「土地分類基本調査(酒 田)1978」 による地形分類では、 この山地 と

丘陵の間は谷底平野となり、粘性の強い土壌が山地 と丘陵間に堆積 している。このことにより、

近世か ら現代 まで、屋根瓦の粘土材 として採掘され、採掘された跡は田圃や湿地帯 ・用水池 と

して利用 されている。

泉森窯跡は東西に延びる丘陵の北斜面に位置 し、標高は76～81mを 測る。窯跡の主軸は北か

ら東へ13度 の傾きとなる。地 目は杉の植林地である。坂 ノ下遺跡は東西に長 く舌状に張 り出す

微高地に位置し、標高は76mを 測 り、地 目は畑地である。

2歴 史的環境(第1図)

酒田市東部の出羽丘陵には多 くの遺跡が存在する。多 くは中世の城館跡や、古窯跡、集落跡

等で、丘陵の西側平野部には、城輪柵跡を中心にした平安時代の集落跡が計画的に配置された

様相を示 している。平野部 と丘陵部との境には南北に通る古道が存在 し、大道東 と呼称されて

いる。庄内平野 を二分する最上川北部は、平安時代 出羽国井口の国府 に比定 された 「城輪柵跡」

を中心 とした計画的な集落配置 を窺わせる遺跡が点在 している。政庁跡から東方には堂の前遺

跡、八森遺跡が所在 し、公的機関としての遺跡 として存在 している。また、城輪柵跡 より東側

南方には南北 に一列に集落跡が点在 し、境興野遺跡、北 田遺跡、関B遺 跡、高阿弥田遺跡等が

所在する。また、丘陵山沿いには、北境遺跡、生石2遺 跡等が所在 し、平安時代 には板並列や

掘立柱建物跡 と共に倉庫群が立ち並び、城輪柵跡に供給した米の集散地 として存在する。これ

らは、酒田市や、八幡町、遊佐町を含めた庄内地方の最上川以北の地域が、城輪柵跡 を中心に

9世紀に入って、当時の律令政府が推 し進めた古代東北の開拓 に係わっていると考える。和銅5

年(712年)に 「出羽国」が成立 した以降、国府や城柵 の設置 ・移転されると共 に、 この地域

に律令国家の支配が浸透し、周辺集落 と密接 な係わりを保っていた ものと考える。
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皿 遺跡 の概要

皿 遺跡の概要

今回の調査は、平成13年5月 に酒田市教育委員会が県営の農道整備事業によって瓦や、土器

が工事現場か ら多数に渡って発見されたとの通報 により確認された新たな遺跡 として登録 され

た遺跡である。県文化財保護室では早急 に遺跡詳細分布調査を実施 し、遺跡の内容 と範囲を確

認 したもので、古窯跡1基(泉 森窯跡)と 、遺物散布地(坂 ノ下遺跡)の2箇 所が確認され、文

化財保護法による手続 きを行 った。このことにより、県教育委員会では財団法人山形県埋蔵文

化財センターにその調査を依頼 し、平成13年7月16日 から調査を開始 したものである。

1基 本層序(第2図)

層序は計画農道の範囲を限定 し、遺物が検出したと考える範囲について手掘 りによる トレン

チを14本 設定 し、遺構の規模 と範囲を確認 し、土層の堆積確認を実施 した。 トレンチは丘陵の

斜面に対して遺構が存在すると考える地域に直角 に設定 し、断面か らその層序 を確認 した。遺

跡が存在する丘陵は酒田市鷹尾山丘陵南西部上に所在 し、付近一帯は杉林 となっている。表土

は、厚 さ22cmに 明褐色腐植土の堆積を呈 し、その下部は地山となる名褐色の粘質土が広がる。

以下に層序について泉森窯跡 と、坂ノ下遺跡を説明する。

泉森窯跡 第1層 暗褐色土 雑木の腐植土が覆い、小礫を含む。表土(12～18cm)

第II層 黒褐色土 土器片を多 く含み、層下部で窯跡の掘 り込みが確認 される。

第皿層 明褐色土 粘性 を持ち、地山層 となる。窯周辺は高熱で変化する。

坂ノ下遺跡 第1層 暗褐色土 腐植土が覆い、耕作土である。(15～25cm)

第H層 褐粘質微砂土 中位か ら遺構の堀込みが始まり、遺物が出土。

第皿層 灰褐色粘質土 地山(明 褐色土)と の斬移層。

第IV層 明褐色土 粘性を持ち、地山層 となる。

2遺 構 と遺物の分布(第3図)

泉森窯跡は、鷹尾山か ら南西に延びる丘陵先端部に所在する。遺跡詳細分布調査の結果から

は、南西に延びる丘陵の中位、北側を南にした煙出し部を確認 している。窯跡の周囲下面 には

土器や瓦片が散出 し、斜面下面に広 く散布する。 また、遺構 は幅1.Om、 長 さ6m以 上に確認さ

れ、一基のみの確認である。坂 ノ下遺跡では、鷹尾山南西部の山麓小段丘上に立地 し、予定路

線上に遺物が散布 したことから トレンチを設定 し遺物 と遺構の確認 された ものである。調査で

は平安時代の土器 と、柱穴 と考えられる遺構が検出されたことか ら遺跡として認定 したもので

ある。丘陵上には路線以外にも広がる遺構の確認が出来る。推定範囲は段丘上が遺跡範囲とな

り、南北120m、 東西60mに 広がる遺跡である。以上の二遺跡が新規 に確認 された遺跡で、坂

ノ下遺跡では路線内外全面に遺構が広が り、集落跡として確認される。泉森窯跡での遺物の総

出土量は整理箱にして413箱 とな り、また、坂 ノ下遺跡 は4箱の出土で、内2箱 を掲載 した。
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6

泉森窯跡

窯跡は、南西部丘陵南斜面に確認されたものである。分布調査では一基のみの確認で南西斜

面に南側を煙出 し部 として設置 している。調査では窯跡の主軸 を中心にした1m単 位のグリッ

ドを設定 し、窯の上部と周辺の調査を進め、表土か らの堀下げを実施 した。掘下げではと窯の

周辺が大 きく広が り、窯のす ぐ左側 には径約60cmほ どのやや円形を呈 した土坑が検出されてい

る。

1窯 跡(第4図)

窯跡は丘陵部の中心に確認 され、煙出し部を丘陵高位 に位置 し、焚口部 を丘陵低位の南部に

天井部を示 し、窯は天井部が崩壊 し、窯内部に充満 している。規模 は、全長8.7m、 煙出 し部で

幅1.8m、 深さ09m、 燃焼部で幅1.6m、 深 さ1.2m、 焚口部で幅1.2m、 深さ1.5mで ある。焚口部

は南部か ら西側に大 きく広が り、灰原部 となっている。灰原は丘陵斜面の沢筋に向かって西側

に広が り、熱い堆積 となっている。窯の壁面は高温で焼かれた状態を示 し、構築 された時壁面

を作 るときに混ぜ合わせたスサ を粘土に混ぜ、壁面 を形成 している。また、高温により赤 く焼

かれた状態を示 している。主軸方向に合わせ燃焼の断面 を観察 した ところ、3回 の焼成 を観察

し、少な くとも2か ら3回の燃焼が行われたことが確認されている。調査では、煙 出し部では

杯形土器が伏せられた状態で出土し手いたが、焼成終了時に取 り上げていない状態である。焼

成部では窯の上位に蓋形土器や、壷、高台付杯、台付皿、横瓶、短頚壺、長頚壷、鍋、甕等の

土器破片が出土 し、下位には大甕が置かれた状態で出土していた。焚口部は、幅30cmの 自然

石による仕切 りを両側に設置 し、燃焼させる松材や、針葉樹、広葉樹等の焼成材を投げ込んで

いる。また、自然石で区切 られた焚口は、スサを混ぜた粘土で塞がれた状態を示 し、灰原 と焚

口部には破壊 された状況で確認 されている。灰原は焚口部分が大きく広が り下面に落ち込み、

沢筋 となる西方に広がって大 きく遺物の捨場 となる。捨場では平瓦片、軒丸瓦、丸瓦、甕、壷、

杯等の土器片が折 り重なって出土 した。煙出部での断面では、幅8～10cmの 焼壁土が窯底面

まで確認 され、地山層が焼成 されたことがわかる。 また、断面からは障壁が下位 と、中位に堆

積 し、一度窯内を清掃 された様相を示 し、断面からは少な くとも2回の焼成が行われたことが

観察されている。 しかし、燃焼部では下位 と上位の問にもう一枚の焦土が堆積 し、2回 以上の

焼成が考えられる。

2捨 場(第5図)

捨場は主軸 にあわせたグリッドの1～6-5～7の グリッ ドで確認されている。捨場は表土以外

土器と腐植土から覆われ、土器片や瓦片が多 くに検出された。特 に、堆積土の上面では杯、広

台付杯、皿、台付皿、鍋、壷、甕等の破片が多 く出土 し、観察からは器形が歪な形をしている。

焼成後、土器の取 り上げの際、供給されない製品についてはその場で捨てられたものと推測で

きる。出土の状況は足の踏み場 も無い状態であった。調査での状況では下位で瓦片や、甕片、
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IV泉 森窯跡

壷片が出土 し、中位では広台付杯、壷片、下位では杯片、皿

形土器片等の出土が認め られた。

3土 拡(第6図 、 第20図)

土砿は窯跡の左側、東側に検 出された。13点 の杯形土器が出土 し、一括 して埋め られた感が

する。土器はすべて杯形土器で、穴を掘 った跡に置いている。土坑はグリッド1-1か ら検出さ

れ、窯跡のす ぐ左側に存在する。深 さは23cmを 測 り、覆土は一層であ り、底面では地山どの斬

移層である。土器の出土状況からは折 り重なって一括 して埋設 していることから同時の設置と

考える。土器の形態か らは同一の形態 を示 し、同時期の所産と考え、窯の使用が最終の使用 と

なったことか ら最後の謝礼事業の行動 と思われる。
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V遺 物

V 遺物

ここでは窯跡内か らの出土遺物について記述する。窯内か らは煙出部、焼成部、燃焼部、焚

口部、灰原部の5箇所か ら多 くの土器が出土し、整理箱にして総数319箱 の出土量である。ここ

では出土土器の中で実測に耐える土器 について記述する。

1須 恵器

蓋 形 土 器(第7図1～12)

蓋 は 摘 み 部 が 宝 珠 状 に な る もの と、 宝 珠 が小 さ くな る もの が あ る 。 ま た、 宝 珠 が 見 え な い も

の もあ り、 蓋 の作 製 に 時期 の 差 異 が あ る もの と思 わ れ る 。 時 間 的 な もの か 、 作 製 者 の違 い が 認

め られ ない 。 紐 部 の 形 状 で い くつ か に分 け た 。A類 は、 紐 部 のつ まみ 中 心 が 紐 部 高 よ り高 くな

る もの(1・2・3)、B類 は紐 部 の つ ま み 中 心 が くぼ む もの(4～12)の 二 つ に 分 け た 。A類 の

1は 大 き く二 段 に伸 び 上 が り、 宝 珠 形 とな る。 器 形 は 口 唇 か ら丸 み を 持 ち な が ら立 ち 上 が り、

天 井 部 が ヘ ラ ケ ズ リ後 布 撫 で に よ る整 形 が 施 され 、 形 状 が や や 丸 み を持 つ 。2は 口唇 か ら直 角

に立 ち 上 が り、 天 井 部 で や や 水 平 に 近 い 形 状 を 示 し、 紐 部 を くぼ ませ 、 中心 を摘 ませ て い る。

3は 口唇 が ク の 字 状 に 折 れ 曲 が り、 天 井 部 に 向 か っ て緩 や か な 丸 み を 持 ち な が ら紐 部 に な る。

紐 部 は 持 ち上 が りなが ら中 心 で 飛 び 出 す 形 を示 す 。B類 の4・5・6は 紐 部 が小 さ く くぼ み 、

紐 口 唇 よ りや や 低 くな る 。4の 器 形 は 口唇 が 大 き く外 側 に延 び 、 ク の 字 状 に な る。 体 部 は 大 き

く丸 み を持 つ 。7～12は 紐 部 が 大 き く くぼ み 、 紐 部 が 外 反 す る も の(10～12)と 、 や や 直 立 す

る もの(7～9)が あ る。

杯 形 土 器(第7図13～ 第9図41)

杯 は29点 の 土 器 を実 測 し掲 載 した。 器 形 の分 類 で はA・B・C類 の 三 種 に分 け た 。 土 器 の す べ

て が 回 転 ヘ ラ切 り離 しで あ る。A類 は 、 底 部 を 回 転 ヘ ラ切 りで、 体 部 が 無 調 整 の も の 、B類 は

底 部 周 辺 をヘ ラ に よ る調 整 が 認 め られ る もの 、C類 は布 撫 で に よ る 調 整 と板 目越 し痕 が 認 め ら

れ る もの が あ る 。A類 は 、 各 図 中 の14・16・18～20・24・27～30・36・39・40で あ る。B類 は、

17・22・23・255・26・30・31・33で あ る。C類 は、15・21・34・35・37・38・41で あ る。 し

か し、C類 で は布 撫 で は 認 め られ る が 、 明 瞭 な板 目起 こ しが 拓 本 か ら見 え る の は第7図15の み

表1

番挿
号図

番遺
号物 出土地点 種別 器種

計測値
胎土 焼成 色調

調整 ・成形 RP
番号

備考
口径 紐部径紐部高 器高 器厚 外面 内面

第
7
図

1 8-13H 須恵器 蓋 (125) 25 27 53 5 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合10-14HlO-12H内 面重ね焼痕

2 18-13皿 須恵器 蓋 (140) 20 9 50 5 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y5/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合9-14H内 面灰かぶ り

3 SQl 須恵器 蓋 (140) 28 12 45 6 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y6/1 ロクロ痕 ロク ロ痕 299
接合SQI:F4(}10》SQIY(39・10)

13-101V焼 きにゆがみあ り

4 4-12H 須恵器 蓋 167 30 8 47 6 粗砂混 堅 灰オ リーブ色Hue5Y6/2 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合1-13H2-14H3-IH

5 SQ1 須恵器 蓋 (150) 30 6 32 3 粗砂混 堅 灰 自色Hue5Y7/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 308 SQIF4(3-10)ゆ がみあ り

6 4-11H 須恵器 蓋 (157) 25 6 29 4 粗砂混 堅 灰オ リーブ色Hue5Y5〆2 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合5-10H6-11Hゆ がみあ り

7 7-14H 須恵器 蓋 (156) 37 7 38 4 粗砂混 堅 灰オ リーブ色Hue5Y6/2 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合9-13H

8 SQIス テパ 須恵器 蓋 (137) 22 9 30 5 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合5-13n4-14H

9 5-13H 須恵器 蓋 (164) 26 9 38 5 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合1-10・11H6-131H8-131H

内面灰 かぶ り

10 6-15H 須恵器 蓋 152 32 12 4 5 粗砂混 堅 黄灰色HuE2.5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合4-14H

ll 5-14H 須恵器 蓋 141 23 7 24 4 粗砂混 堅 灰色Hue5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕

12 3-11・13H 須恵器 蓋 160 35 8 4 4 粗砂混 堅 灰色Hue5Y6/1 ロクロ痕 ・削 り ロク ロ痕 接合4-14H

出土遺物観察表(蓋)
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表2

挿図
番号

遺物
番号

出土地点 種別 器種
計測値

胎土 焼成 色調
調整整 形 RP

番号
備考

口径 頸径 胴径 低径 器高 器厚 外面 内面 底部

第
7
図

13 8-15H 須恵器 杯 (124) (83) 34 3 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y7/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

14 9-13H 須恵器 杯 130 72 35 5 粗砂混 堅 淡黄色Hue2.5Y8/3
「・

ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

15 8-13H 須恵器 杯 (135) (80) 35 4 粗砂混 堅 淡黄色Hue2.5Y8/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

16 8-13H 須恵器 杯 (135) 71 41 4 粗砂混 堅 灰白色Hue2.5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合9-14Hヘ ラ起 し痕

17 9-12H 須恵器 杯 (140) 80 38 4 粗砂混 堅 灰白色Hue5Y8/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

18 8-13H 須恵器 杯 (134) 71 37 3 粗砂混 堅 灰 白色Hue2,5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕
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19 8-14H 須恵器 杯 136 (74) 35 3 粗砂混 堅 灰 白色Hue2,5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切

20 7-14H 須恵器 圷 (130) 60 38 3 粗砂混 堅 灰自色Hue5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

21 7q4H 須恵器 圷 (130) 70 35 4 粗砂混 堅 灰白色Hue2.5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

22 SQl 須恵器 圷 (129) 75 35 3 粗砂混 堅 にぶい黄榿色Hue10YR7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 273 ヘラ起し痕

23 6-11H 須恵器 杯 (132) 70 37 3 粗砂混 堅 にぶい黄機色Hue10YR73 ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

24 9-14H 須恵器 杯 140 84 35 4 粗砂混 堅 浅黄 色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 口縁ゆがみありヘラ起し痕

25
SQIF3
(3-9) 須恵器 杯 (140) 86 28 3 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue5Y6/2 ロクロ痕

「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

26 8q3皿 須恵器 圷 (135) 70 33 3 粗砂混 堅 灰 白色Hue2.5Y7/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

27 8-14H 須恵器 杯 (134) 80 35 5 粗砂混 堅 黄灰色Hue2.5Y6/1 ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起 し痕・ゆがみあ り

28 4-13皿 須恵器 杯 (130) 62 36 5 粗砂混 堅 灰黄褐色Hue10YR6/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

29 7-14H 須恵器 杯 140 80 35 4 粗砂混 堅 灰 白色Hue2.5Y8/2 ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切
接合8-13H8-14H
ヘラ起し痕・ゆがみあ り

30 6q3皿 須恵器 圷 128 55 40 4 粗砂混 堅 にぶい黄榿Hue10YR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起 し痕・ゆがみあ り

31
SQIY
(3-8)

須恵器 圷 128 70 34 3 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y7/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

32 8-14H 須恵器 圷 128 70 40 5 粗砂混 堅 灰自色Hue5Y7/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

33 12-14H 須恵器 圷 126 66 37 3 粗砂混 堅 にぶい榿色Hue7,5YR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕
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34
SQIY
(3-10) 須恵器 圷 (130) 68 39 4 粗砂混 堅 にぶい榿色Hue7,5YR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 216 ヘラ起し痕

35
SQIY
(3-9)

須恵器 杯 (129) 72 34 2 粗砂混 堅 灰自色Hue2.5Y8/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 202 ヘラ起し痕重 ね焼痕の一番上?

36 3-12H 須恵器 杯 (130) 66 36 4 粗砂混 堅 榿色Hue7.5Y7/6 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

37
SQ1

(2・3-7・8)
須恵器 杯 132 60 35 4 粗砂混 堅 浅黄 色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

38 7-14H 須恵器 杯 (130) 60 45 5 粗砂混 堅 にぶ い黄榿色Hue10YR7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切

39 7-14H 須恵器 杯 (134) 68 40 4 粗砂混 堅 にぶい榿色Hue7.5YR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合7-15Hヘ ラ起 し痕

40
SQIY

(2・3-1・2)
須恵器 圷 (124) 60 39 6 粗砂混 堅 灰褐色Hue7.5YR5/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 3 ヘラ起し痕

41
SQIY

(2・3-2)
須恵器 圷 129 66 39 4 粗砂混 堅 灰白色Hue10Y7/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 12 ヘラ起し痕

42 6-13H 須恵器 高台付杯 (ll8) (64) 46 3 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

43 6-10H 須恵器 高台付杯 (120) (62) 51 3 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue5Y5/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切

44 6-11H 須恵器 高台付杯 (122) (52) 51 3 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue5Y6/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

45 5q3H 須恵器 高台付杯 (127) 70 44 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-14且 ヘ ラ起 し痕

46 6-13H 須恵器 高台付杯 (126) 77 46 4 粗砂混 堅 黄灰色Hue2.5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合5-14Hヘ ラ起 し痕

47 SQ1(3-3Y) 須恵器 高台付杯 122 68 45 4 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1
「

ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 261 ヘラ起し痕 墨痕 文字不明

48 6-11H 須恵器 高台付杯 (102) 56 55 3 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕
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49 SQ1ス テバ 須恵器 高台付杯 (ll5) 65 54 3 粗砂混 堅 暗灰黄色Hue25Y4/2
「

ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 接合7-10H外 面灰 かぶ り

50 5-14H 須恵器 高台付杯 ll1 60 59 4 粗砂混 堅 灰自色Hue5Y7/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合7-14H9-13皿

ラ ッパ状に立上広 がる

51 6-10H 須恵器 高台付杯 (128) (65) 55 3 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切

52 5-10H 須恵器 高台付杯 (157) 82 64 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-10H

53 5-11皿 須恵器 高台付杯 (152) (80) 59 5 粗砂混 堅 灰オリーフ"色HueZ5Y6/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

54 5-10H 須恵器 高台付杯 (142) (80) 67 4 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

55 6-11H 須恵器 高台付杯 (144) (80) 65 5 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1
「・

ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 高台部ゆがみあり

56 6-10H 須恵器 高台付杯 (136) 73 74 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-11Hヘ ラ起 し痕

57 6-10H 須恵器 高台付圷 144 82 65 4 粗砂混 堅 灰色Hue10Y51 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合7-11Hヘ ラ起 し痕

58 6-12H 須恵器 高台付圷 (138) 70 68 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-10皿 ヘ ラ起 し痕

59 3-12H 須恵器 高台付圷 (148) 74 75 4 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合9-13H7-14皿
ヘラ起し痕 ゆがみあ り

60 4-14H 須恵器 高台付杯 (160) (76) 61 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合5-15且 ヘ ラ起 し痕
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61 9-13H 須恵器 高台付圷 (180) (80) 84 4 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合7-12Hヘ ラ起 し痕

62 SQIス テパ 須恵器 高台付圷 (160) (70) (80) 5 粗砂混 堅 灰褐色5YR4/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 外面灰かぶり ヘラ起し痕

63 3-13H 須恵器 高台付杯 (144) (76) 83 5 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 ヘラ起し痕

64 0-10H 須恵器 台付皿 (158) (100) 58 4 粗砂混 堅 暗灰黄色Hue2,5Y5/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合1-10H5-8Hヘ ラ起 し痕

65
SQIF4
(3-10)

須恵器 台付皿 (154) (120) 50 4 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合1-llH-1-10Hヘ ラ起し痕
口縁部ゆがみ 内外面灰かぶり

66 9-14H 須恵器 台付皿 (166) (102) 40 5 粗砂混 堅 灰色Hue5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合2-12H3-12Hヘ ラ起 し痕
ゆがみあ り

67 8q2H 須恵器 台付皿 (152) (102) 53 4 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y4/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
布ナデ調整

内外面灰かぶりヘラ起し痕
ゆがみあり

68 11-14H 須恵器 台付1皿 146 92 52 5 粗砂混 堅 灰白色Hue5Y7/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合8-13H9-13HlO-14H

外面灰 かぶ り 内面煤かぶ り
ヘラ起し痕 重 ね焼痕

出土遺物観察表(高 台付圷・圷・台付皿)
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表3

挿図
番号

遺物
番号

出土地点 種別 器種
計測値

胎土 焼成 色調
調整 整形 RP

番号
備考

口径 頸径 胴径 低径 器高 器厚 外面 内面 底部
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69 5-15H 須恵器 台付皿 146 88 45 4 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue5Y6/2 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合ll-13H5-12H8q2H
内外面灰かぶ り・皿部重ね焼痕

70 3-llH 須恵器 台付皿 (150) (90) 40 3 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y4/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合10-14H外 面灰かぶり
ヘラ起 し痕・皿内部重ね焼痕

71 9-14H 須恵器 台付皿 (144) 75 44 4 粗砂混 堅 褐灰色HuelOYR6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合7-15H灰 かぶりヘラ起し痕
皿内面重ね焼痕

72 9-14H 須恵器 台付皿 (145) (78) 37 4 粗砂混 堅 黄灰色Hue2,5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
布ナデ

ヘラ起し痕

皿内部重ね焼痕 内外面灰かぶり

73 6-10H 須恵器 台付皿 (139) (70) 39 3 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合一1-10Hヘ ラ起 し痕

74 SQIFl 須恵器 台付皿 (138) (73) 40 3 粗砂混 堅 黄灰色Hue2.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合5-10H6-10H6-lllI
ヘラ起 し痕

75 SQ1ス テバ 須恵器 台付皿 (140) (71) 41 4 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切
接合6-11H7-11H8-12H
ヘラ起 し痕・皿内面重ね焼痕

76 4-14H 須恵器 台付皿 (132) (62) 37 4 粗砂混 堅 灰色Hue7、5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-10且6-11且 ヘラ起 し痕

77 5-10H 須恵器 台付皿 (134) (66) 34 4 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 接合6-11H

78 6-10H 須恵器 台付皿 (132) (64) 34 4 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y6/2 ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 回転ヘラ切 接合10-14H6-11H
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79 5-13H 須恵器 横瓶 100 (92) (380) 一 (220) 7 粗砂混 堅 灰色HueN6/1
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕

アテ痕
一

接合6-12117-13H10-13・14H

l1-13H

外面灰 かぶ り ゆがみあ り

80 6-12H 須恵器 横瓶 117 97 (345) 一 264 6 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y6/1
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕

アテ痕

接合6-13H7-12H8-13H9一 ユ3

H9-14且13-14H外 面灰かぶ り

81 3-13H 須恵器 横瓶 (100) (85) (346) 一 (145) 7 粗砂混 堅 灰色Hue5Y6/1

「・

ロクロ痕

タタキ
ロクロ痕 一 接合3-14H3-15H外 面灰かぶ

り

82 3-13H 須恵器 横瓶 一 (90) (300) 一 (200) 7 粗砂混 堅 灰色Hue7,5Y6/1
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕

ハケ目
接合1-13H2-121V2-13H

3-14H3-18H4-12皿

83 SQIス テバ 須恵器 横瓶 100 76 340 一 257 10 粗砂混 堅
にぶい赤褐色

Hue5YR5/3
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕

アテ痕・ヘラナデ
一 接合9-14Hl2-14H

84 3-14H 須恵器 横瓶 (120)(101)(300) 一 (185) 7 粗砂混 堅 灰黄色Hue2,5Y6/2 ロクロ痕・タ舛
ロクロ痕 り、ケ目

指ナデ
一 接合一1-11HO-11H2-1ユH2一 ユ3

H3-llH4-14H外 面灰かぶり

85 SQIス テパ 須恵器 横瓶 (120) (99) (354)
一 280 10 粗砂混 堅 灰色Hue7,5Y5/1

ロクロ痕・タ舛

ハケ 目・指アテ

ロクロ痕

アテ痕・ハケ目
一 接合8-13H9-147-13皿10-

13H灰 かぶ り

86 3-13H 須恵器 横瓶 一 一 (298) 一 (193) 11 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y6/1 砂ロ痕・タ舛 砂ロ痕 一 接合3-18H4-14H外 面 灰かぶり
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87 SQIス テバ 須恵器 短頸壺 125 127 253 90 311 9 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y6/1
ロクロ痕

格子 目状タタキ

ロクロ痕
青海波アテ

丸底 接合8-12H9-12Hタ 舛成形後ロク
ロ整形

88 SQIY 須恵器 短頸壺 152 一 一 120 285 10 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1

ロクロ痕

体部下半タ舛
(格子目状)

ロクロ痕

体部下半
ヘラ調整

平底 304 接合SQ1ス テバ
ロ唇部ヘラ削り調整 灰かぶり

89 SQIス テバ 須恵器 短頸壺 (120)(ll6)(257) 118 225 7 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 砂ロ痕・タ舛 ロクロ痕 ・削 り 高台付 接合一2-9H-2-10H灰 かぶり

90 SQIス テバ 須恵器 短頸壺 一 一 一 114 (171) 8 粗砂混 堅 褐灰色HuelOYR4/1 ロクロ痕 ロクロ痕 高台付 250
接合9-14H9-13H

底部ヘラ書き文字入り 「万」

91 SQIス テバ 須恵器 短頸壺 (120) 128 292 一 (165) 7 粗砂混 堅 褐灰色Hue7.5YR4/1 砂ロ痕・タ舛 ロクロ痕 接合8-11H8-12H7-11H7-
13H肩 部に2条 筋が施 され る

92 9-12H 須恵器 壷 (155)(130) 243 140 299 12 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y4/1
ロクロ痕・タ舛

削 り

ロクロ痕・アテ痕 ・

ハケ目・削 り
平底
タタキ

接合10-13H体 部下半格子目状タ
舛痕

93 SQIF 須恵器 壺 (151)(140)(252)(128) 288 7 粗砂混 堅 灰色HuelOY6/1
ロクロ痕・タタキ

ハケ目・ヘラ削 り

ロクロ痕 ・ハケ目
ヘ ラ削 り ヘラ切 ・削 り 接合2-101V2-12N

体部下半叩き締め後ヘラ削り

94 SQIF2 須恵器 壼 (152)(llO)(303)(175)(326) 10 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1
ロクロ痕・タ舛
ハケ日・削 り ロクロ痕 り、ケH 高台付 接合7-11H7-10且

95 6-10H 須恵器 甑 一 一 　 一 (70) 12 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y6/1 ロクロ痕・ヘラ調整 ロクロ痕 ヘラ調整 削り
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96 6-11H 須恵器 三耳瓶 (172) 135 (248)(170) 450 11 粗砂混 堅 灰オリーブ色Hue7,5Y6/2
砂ロ痕・タ舛
ハケ 目・削 り

ロクロ痕
ヘ ラナデ 平底 接合8-12HgqlH9-12H

内外面灰かぶ り

97 SQlス テパ 須恵器 双耳瓶 (150)(100)(238)(157) 418 12 粗砂混 堅 灰褐色 ス5YR6/2
ロクロ痕

タタキ・削 り

ロクロ痕

ナデ
平底 接合8-11H8-12H三 耳瓶?

98 SQIス テバ 須恵器 双耳瓶 165 (ll6)(280)(155) 447 8 粗砂混 堅 灰色HueN6/0 砂ロ痕・タ舛 ロクロ痕 接合4-11H4-12H灰 かぶ り 三

耳瓶?

99 SQ1ス テパ 須恵器 長頸壺 一 (82) (214)(118)(190) 8 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y5/1 ロクロ痕・タ舛
ロクロ痕

削 り

接合3-14H7-17H8-13H8-
15H

100 4-14H 須恵器 長頸壺 一 一 (230) 120 (233) 8 粗砂混 堅 灰黄色Hue25Y7/2
砂ロ痕・タタキ
ハケメ・ヘラナデ

ロクロ痕

布ナデ
布ナデ

船0-lln5-14116-131112-
15H外 面灰かぶ り

101 SQIス テバ 須恵器 長頸壺 一 　 202 120 (175) 9 粗砂混 堅 黄灰色Hue25Y6/1
ロクロ痕

タ舛・布ナデ

ロクロ痕

アテ痕・布ナテ"

102 8-12H 須恵器 長頸壼 一 (70) 200 115 (159) 6 粗砂混 堅 灰色HuelOY6/1 ロクロ痕 ・布ナテ"ロクロ痕 ・削 り

103 SQ1ス テパ 須恵器 長頸壺 一 一
(212) 118 (198) 7 粗砂混 堅 灰色HuelOY6/1

ロクロ痕

タタキ・削 り

ロクロ痕

アテ痕 接合10-13H11-14Hl2-15H

104 4-8H 須恵器 長頸壷 一 (66) (205)(106)(171) 6 粗砂混 堅 褐灰色Hue5Y5/1
ロクロ痕

布ナテ㌔ヘラ削リ

ロクロ痕

布ナテ"
高台付 接合4-9H

105 SQIス テバ 須恵器 長頸壺 一 (70) (200) 一 (170) 10 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y4/1
ロクロ痕

タ舛 ・布ナテ"

ロクロ痕
布ナデ

高台付 接合5-15H6-15H

106 6-14H 須恵器 長頸壺 一 (70) (195)(108)(143) 5 粗砂混 堅 灰色HuelOY6/1
ロクロ痕

布ナデ

ロクロ痕

布ナデ
接合7-15H9-13H10-14H

窯内で焼成中破壊され内面灰かぶ り

第
15
図

107 SQIY 須恵器 禍 (376) 一 150 7 粗砂混 堅 灰 オリーブ色Hue5Y6/2
ロクロ痕・タ舛

ハケ 目・削 り

ロクロ痕

アテ痕 り、ケメ
一 46 SQIF4(2・3-10・ll)

108
SQIY

(2・3-6)
須恵器 渦 (394) (134) 9 粗砂混 堅 灰 色Hue5Y6/1

ロクロ痕

タ舛・ハケメ

ロクロ痕

アテ痕 引ケメ
一 接合SQIY

(3-5)

109 SQIY 須恵器 禍 (380) 一 一 一 (132) 8 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y6/1
ロクロ痕・ハケメ

格子 目状タタキ

ロクロ痕 ・アテ痕

日ノ粗イ

静止ハケメ

135 内面火裸

110 6-7H 須恵器 塙 (440) 190 120 5 粗砂混 堅 灰白色Hue5Y7/1
ロクロ痕

縄 目タタキ

ロクロ痕

アテ痕 り、ケメ ナデ 6-12H8-12H

111 1レ13且 赤焼土器 甕 (230)(204)(224) 一 (195) 5 粗砂混 良 榿色Hue7L5YR6/6
ロクロ痕

タタキ・ナデ

ロクロ痕

ナデ・削 り
一

112 SQlス テパ 須恵器 甕 (197)(182)(207) 一 (167) 5 粗砂混 堅 灰黄色Hue25Y6/2
ロクロ痕
体部下半
条線状タ舛

ロクロ痕 丸底
接合6-10H6-11n
赤焼き土器仕様→還元炎となる

出土遺 物観 察表(台 付皿 ・横瓶 ・短頸 壺 ・壺 ・三 耳壺 ・長頸 壺 ・蝸 ・甕)
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V遺 物

表4

挿図
番号

遺物
番号

出土地点 種別 器種
計測値

胎土 焼成 色調
調整整形 RP

番号
備考

口径 頸径 胴径 低径 器高 器厚 外面 内面 底部

第
15
図

ll3 SQIス テバ 須恵器 甕 (200)(183)(237) 一 330 6 粗砂混 堅 灰オ リーブ色Hue7,5Y6/2
ロクロ痕

タタキ・ナデ

ロクロ痕

青海波アテ
一

接合7-13皿8-12皿
内外面灰かぶりゆがみあり
赤焼き土器仕様→還元炎となる

114 2-13H 須恵器 小型甕 (160)(145)(151) 一 (111) 5 粗砂混 堅 浅黄色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 接合5-14H

115 8-15H 須恵器 小型甕 (110)(100)(102) 一 (60) 3 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y6/1 ロクロ痕
「 ・

ロクロ痕 接合9-14H
赤焼き土器仕様→還元炎となる

116 SQIス テパ 須恵器 甕 (195)(182)(205) 一 (205) 3 粗砂混 堅 灰オ リーブ色Hue5Y/5/3
ロクロ痕

格子目状タ舛
ロクロ痕
条線状タ舛

一 接合1-13H2-13H3-13且

赤焼 き土器体様→還元炎となる

第
16
図

ll7 6-15H 須恵器 甕 191 186 428 一 (290) 7 粗砂混 堅 灰 白色Hue5Y7/1
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕
青海波アテ

接合9-14H10-14H外 面灰か
ぶ り

118 SQIス テバ 須恵器 丸底甕 一 一 330 一 一 10 粗砂混 堅 黄灰色Hue2.5Y4/1
ロクロ痕

タタキ

ロクロ痕

アテ痕
丸底

119 4-14H 須恵器 大型甕 185 170 一 一 493 6 粗砂混 堅 灰 オリーブ色HueZ5Y6/2 タ舛・ヘラナデ アテ痕 丸底
接合0-12111-12115-11116-
10H6-lln6-15H灰 かぶ り

120 SQIス テパ 須恵器 甕 155 155 348 一 (307) 6 粗砂混 堅 灰色Hue75Y5/1
ロクロ痕

タタキ・アテ痕

ロクロ痕

アテ痕
接合4-14n6-14H7-12H
9-121110-12H11-1311

121 SQ1 須恵器 大型甕 362 310 662 一 (540) 10 粗砂混 堅 灰色HuelOY6/1 タタキ・ヘラナヂ アテ痕 193

第
17
図

122 SQ1 須恵器 大型甕 192 170 410 一 463 12 粗砂混 堅 褐灰色HuelOYR6/1 タ舛 ・ヘラナデ アテ痕 丸底
接合6-llH7-llH8-11H8-
12且9-14且 外面灰かぶ り

123 SQIス テパ 須恵器 大型甕 181 163 440 　 480 8 粗砂混 堅 灰オリーフ"色Hue7,5Y6/2 タ舛 ・ヘラナテ" 青海波アテ 丸底 接合7-12H8-13HI10-15H
l2-14H

124 SQl 須恵器 大型甕 320 278 634 一 672 10 粗砂混 堅 オリーブ灰色Hue2,5GY6/1 タタキ アテ痕 丸底 163 接SQl(3-9)Y外 面灰かぶ り

第
18

図

125 SQIス テパ 須恵器 大型甕 580 428 788 　 (722) 12 粗砂混 堅 灰色Hue7、5Y6/1 タタキ アテ痕 丸底 外面灰かぶり

126 X-0 須恵器 小壺 (50) (47) (65) 一 60 6 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 削り ナデ 削り
内外而灰かぶり ヘラ起し痕
ゆがみあり てつくね?

127 6-13皿 須恵器 小壺 一 (35) (70) (40) (45) 6 粗砂混 堅 灰色HuelOY5/1 ロクロ痕・削り ロクロ痕・布ナデ 平底
ヘラ成形 外面灰かぶり

第
19
図

128 7-13HI 赤焼土器 小型甕 (150)(133)(140) 一 134 5 粗砂混 良 浅黄榿色Hue7.5YR8/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切

129 6-14H 赤焼土器 小型甕 140 一 一 74 105 5 粗砂混 良 浅黄榿Hue7/5YR8/4 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘラ切 接合6-13皿8-13皿5-14H

130 3-13H 赤焼土器 小型甕 145 一 一 72 124 5 粗砂混 良 浅黄榿Hue7/5YR8/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切

131 0-12H 赤焼土器 小型甕 (120)(106)(109) 一 (85) 6 粗砂混 良 にぶい黄榿色HuelOYR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕

132 9-14H 赤焼土器 小型甕 (100) (88) (92) 一 (75) 3 粗砂混 良 榿色HueZ5YR6/6 ロク ロ痕 ロクロ痕 接合IO-14n12-14Hl2-15Hl3-15n

133 5-14H 赤焼土器 小型甕 (147) 一 一 一 (95) 4 粗砂混 良 にぶい樵色Hue7.5YR7/3 ロク ロ痕 ロクロ痕

134 3-13H 赤焼土器 小型甕 (144)(132) 139 一 (74) 5 粗砂混 良 にぶい榿色Hue7.5YR6/4 ロクロ痕 ロクロ痕

135 2-10H 赤焼土器 小型甕 (113) 102 100 　 72 3 粗砂混 良 榿 色Hue7.5YR6/6 ロクロ痕 ロクロ痕 接合3-13H3-13皿3-14H3-18H

136 3-13H 小型甕 (152) 一 一 一 (125) 5 粗砂混 良 浅黄色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕

137 10-14H 赤焼土器 小型甕 (165)(153)(158) 一 (100) 5 粗砂混 良 にぶい榿色Hue7.5YR7/3 ロクロ痕 ロクロ痕

138 4-14H 赤焼土器 甕 (180)(158)(192)
一 94) 6 粗砂混 良 にぶい黄榿色HuelOYR7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 接合7-13H

出土遺物観察表(小 壺・小型甕)

で あ る。 土 器 に は 回転 ヘ ラ切 りが 明 瞭 に残 す 土 器 が 多 い 。

高 台付 杯(第9図42～ll図63)

高 台 付 杯 は22点 の 土 器 を実 測 し掲 載 した 。 分 類 は器 の 規 模 か ら分 け、A類 を小 型 と な る器 で

身 が 浅 く、 丸 み を持 つ もの(42・43)と 、 丸 み を 持 ち な が ら外 反 す る杯(45・46・47)が あ る。

B類 は 中型 で 身 が 深 く、 丸 み を持 って 立 ち 上 が る もの(48・51・52・54)と 、 身 が深 く、 や や

直 線 的 に外 反 す る杯(44・49・50・53・59)が あ る。C類 は大 型 で 、B類 と類 似 す る が 丸 み を

持 つ もの(57・60・62)と 、 や や 外 反 す る杯(55・56・58・61・63)で あ る。 底 部 の切 り離 し

は す べ て 回 転 ヘ ラ切 りで 、 底 部 に高 台 を付 す 。 第9図47に は 底 部 に 墨 痕 が 認 め られ る が 、 字 体

は 不 明 で あ る 。 ま た 、 ヘ ラ起 こ し痕 を残 す もの が あ る 。

台付 皿(第ll図64～78)

台 付 皿 は15点 の 土 器 を実 測 し掲 載 した。 皿 部 が 水 平 に近 い様 相 を呈 す る もの(64・65・66・

69・70・72)と 、 皿 部 が 深 くな る もの(67・68・71・73～78)が あ る。 台 部 は、 ハ の 字 状 に外 部 に

広 が る もの(64～68・70)と 、 皿 部 底 部 で や や 直 立 す る(71・72・74～78)器 形 が あ る。 皿 部 が 水

平 に 近 い もの は上 部 に 器 等 を乗 せ る も の と考 え る。

横 瓶(第12図79～86)

横 瓶 は8点 の 土 器 を実 測 し掲 載 し た。 円 筒 形 に した 器 形 を 示 し、 上 半 部 と下 半 部 を両 端 で 閉

栓 す る。 外 面 に条 線 状 の 叩 き痕 を残 し、 ロ ク ロ痕 が 観 察 で きる 。
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V遺 物

短頚壺(第13図87～91)

5点 が実測でき掲載 した。丸い形をする短頚壺 は底部に高台を付 し(89・90)、 長胴になる

ものは底面が丸 くなるもの(87)や 、高台がつかない もの(88・91)や 、底部が歪なものがあ

る(88)。 内外面共にロクロ痕を示 し、条線状の叩きや、青海波のアテ痕が施 される。87の

短頚壷の底部は底面を縄 目のタタキによって底面 を整形 している。89の 内部には底部内面 にヘ

ラによる削 り痕が明瞭に残す。

長頚壺(第13図92～94・ 第14図99～106)

全面にロクロ痕 をのこし、体部下半に縦位にヘラによる整形痕をのこす もの(93・99)や 、

下半に横位にヘラ削 りを示すものがある。形状は球形 したものや、肩部で張 り出す形がある。

底面の切 り離 しは、回転ヘ ラによる切 り離 しで高台を施す。93は 高台を付さないが底部を粘土

板で閉じている。

三耳壺(第14図96～97)

復元途中になってか ら双耳壷の体部中位に同様 な耳が接合 し、三耳 となったものである。口

縁が広 く高い。体部と口縁部を接合し、体部に縄目のタタキ痕を残し、全面にロクロ痕を施す。

耳部には中心に孔が施され、三点が三角点状になる。孔に紐状の綱 を掛 け、飲み物を運んだ容

器 と考える。

蝸(第15図107～llO)

四点が実測でき掲載 した。遺跡での鍋は赤焼土器で出土するのが通常であるが、本窯跡では

須恵器で出土 している。鍋は水物の調理で使用 されるが、硬い性質の鍋が焼成 されている。内

外面共に条線状のタタキ痕が施 される。llOは 口縁 は大 きく外反 し、口唇が急激に外 に折れ曲

が り、端部で立ち上がる。

甕(第15図111～116)

長胴形を呈 した土器(111～ll3・ll6)で 、外面にロクロ痕 を示 し、内面は青海波のアテ痕

(ll3)や 、内面をヘラ状工具による削 り痕 を残す(111)。116は 口唇が急激 にクの字状に内

反 している。ll4・ll5は 、小型の甕形土器である。全面にロクロ痕 を示 し、強い焼成である。
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大 甕(第16・17図 ・18図117～125)

大 きな 甕 で 、 底 部 は尖 底 状 に な る 。外 面 を条 線 状 の タ タキ 面 と、 内 面 は青 海 波 の ア テ痕 で あ

る。 口縁 部 が や や 、 直 立 す る(119・120)と 、 外 反 す る117と121が 観 察 さ れ る 。 土 器 製 作 事 の

容 器 と考 え る。

小 壺(第18図126・127)

小 壷 は2点 の 出土 で あ る 。 ロ ク ロ(127)と 、 ヘ ラ調 整(126)の 小 壺 で あ り、126は 乾 燥 で

器 形 が 歪 に な る 。127は 丁 寧 な製 作 で あ る 。底 面 は平 坦 と な る。

第15図 出土土 器(蝸 ・甕)
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V遺 物

赤焼土器(第19図128～138)

土器は、小型の甕形土器である。底部が存在するものは128～130で ある。全面にロクロ整形

痕を示し、形状は頚部でクの字状 に折れ曲が り、口唇で立ち上がる。138は 大型の甕である。

長胴形を呈するものと推測できる。129外 は底部の切 り離 しが回転糸切 り離 し(128・130)で 、

他は底部が復元できなかった。器の大 きさは100cm前 後の小さな甕である。これ らはすべ

てが灰原の捨て場地区で確認されている。出土量が少なく、本窯での作成 として判断する様子

が認められない。窯か らは酸化炎焼成の須恵器の出土のみである。129の 底部切 り離 しは回

転のヘラ状工具による切 り離 しと推測できるが拓本では明瞭な痕跡は確認できなかった。器形

は底部から緩やかに立ち上が り、口縁部でクの字 に外側に折れ曲が り、口唇で急激に立ち上が

った り(130～133・135・137・138)、 内側 に折れ曲がった り(128・129・134・136)す る形

状が確認できる。

SK2土 坑出土土器(第20図1～13)

SK2土 坑は本窯跡のす ぐ左の東側で確認で きたものである。平面形がやや円形 となったも

ので、覆土か らは13個 の須恵器杯が、伏せ られた状態で折 り重なった形で出土 した。土器の底

部はすべて回転ヘラ切 り離 しで、工具の跡を明瞭に残す ものが多 く、取 り上げのヘラ起 こし痕

を残す。形状は底部が水平 となる(2・3・8・10～12)杯 と、丸みをもって調整が少ない(1・

4～7・9)が 確認で きる。口径は120cm前 後、器高が34～38cmの ほぼ同じ大 きさの杯で、同

時に埋設された感 を受ける。第6図 には検出状況の平面図と断面図が掲載されているが、その

観察でも意図的な様相が窺われる。窯跡と一体になったものと考える。

土坑内か らは、一括 して出土 している。底面が丸 くなるものや、直線的になるものがある。

埋め込まれていることか ら同時に設置 されており、13点 の出土である。すべてがロクロ整形を

示 し、回転痕や、ヘラ越 し痕が観察 される。埋設 は瞬時であ り、時期は同時代 と考える。形状

は体部が丸みを示す3・7・ll・13で ある。外反す る2・4～6・8・9、 やや直立する1.10・12で

ある。土坑は窯跡の西側で検出され、窯の設置 したときの行事なのか、窯跡が焼成終了時に設

置された土坑 とも推測で き、出土遺物が遺構の性格 を提示 していると考える。

表5

挿図
番号

遺物
番号

出⊥地点 種別 器種
計測値

胎土 焼成 色調
調整・整形 RP

番号 備考
口径 頸径 胴径 低径 器高 器厚 外面 内面 底部

第
20
図

1 SK2Y 須恵器 圷 104 一 一 56 36 4 粗砂混 堅 浅黄色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘラ切 327 接合1-1

2 SK2Y 須恵器 圷 (126)
一 一 60 38 3 粗砂混 堅 浅黄色Hue2.5Y7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 回転ヘラ切 328 接合1-1ヘ ラ起 し痕

3 SK2Fl 須恵器 杯 (124)
一 一 56 38 4 粗砂混 堅 にぶい黄色Hue2,5Y6/3 ロクロ痕布ナデ ロクロ痕 ヘ ラ切 329 ヘラ起し痕

4 SK2Fl 須恵器 杯 (124 一 一 60 35 5 粗砂混 堅 浅黄色Hue2,5Y73 ロクロ痕布ナデロクロ疫 布ナデ ヘ ラ切 330 接合1-1ヘ ラ起 し痕

5 SK2Y 須恵器 杯 122 一 一 60 34 3 粗砂混 堅 灰白色Hue5Y7/2 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘラ切 331 接合1-1ヘ ラ起 し痕

6 SK2Y 須恵器 杯 128 一 一 58 35 2 粗砂混 堅 灰自色Hue2.5Y8/1 ロク ロ痕 ロクロ痕 ヘラ切 332 接合1-1ヘ ラ起し痕

7 SK2Fl 須恵器 圷 一 一 一 60 (21) 5 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y7/2 ロク ロ痕 ロクロ痕布ナデ ヘラ切 333 接合1-1ヘ ラ起 し痕

8 SK2Fl 須恵器 圷 (122 一 一 52 35 4 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y6/2 ロクロ痕 ロクロ痕布ナデ ヘラ切 334 ヘラ起し痕

9 SK2Y 須恵器 圷 125 一 　 60 34 2 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y6/1 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘ ラ切 335 ヘラ起し痕

10 SK2Fl 須恵器 圷 (120 一 一 (76) 30 4 粗砂混 堅 灰黄色Hue2.5Y7/2 ロクロ痕・布ナデロクロ痕布ナデ ヘラ切 ヘラ起し痕

11 SK2Fl 須恵器 圷 (133 一 一 70 35 4 粗砂混 堅 浅黄色Hue2.5Y7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘ ラ切 ヘラ起し痕

12 SK2Fl 須恵器 圷 一 一 一 50 (12) 5 粗砂混 堅 にぶい黄榿色HuelOYR7/3 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘ ラ切 ヘラ起し痕

13 SK2Y 須恵器 杯 (126 (60) 35 5 細砂痕 堅 にぶい榿Hue7,5YR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 ヘ ラ切

出土遺物観察表(SK2)
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V遺 物

出土瓦(第21図1～ 第30図63)

瓦は軒丸瓦、丸瓦、平瓦の三種類が出土 した。軒丸瓦の出土数は8箱 、丸瓦は18箱 、平瓦は

184箱 である。総数210箱 を数え、今次の窯跡の調査で出土した遺物の総数からは約三分の二程

である。瓦以外では、生活什器の須恵器の杯、甕、壷、鍋等である。本来、本窯跡は瓦 を焼成

することで構築 されたものと考える。ここでは出土瓦について種別ごとに説明する。

軒丸瓦(第21～23図1～25)か らは、図化出来た資料は、24点 である。第21図 の1は酒田市本楯

に所在する城輪柵跡の正庁跡か ら、28mほ ど東側の溝跡付近の土坑か ら出土 したとのことで、

市職員か ら許可 を得て拓本、実測、写真を掲載した。出土軒丸瓦の中で全長 を復元できたのは

第21図2の 軒丸瓦である。 しか し、丸瓦の表面が焼成時に弾け、拓本では空白が見 える。全長

349mm、 高さ68mm、 幅140mmで ある。瓦当面の径は168mm～173㎜ を計 り、瓦当面の範型は単弁の

十弁蓮華文である。弁は太い ものや、細いものがみえる。中心には円形の四区分されている。

また、瓦当を観察すると、丸瓦の中心が天 とな り、四区分された円を中心にして弁が放射状に

配置 される。弁の頂点に範の傷が見 えるものや、頂点がヘラで整形 されるもの、瓦当の弁の下

部は外区に弁 を止める繋 ぎの部分が見 え、範型には故意に彫 り残 している。 また、頂部の弁に

は弁 と弁の間に片方か らの彫 り残 しが続 く。弁の規模や、配置が城輪柵跡出土の軒丸瓦 と同一

であることが観察される。外輪区画は10区 分 されている。

丸瓦(第24図 ～26図26～47)の 中で全長が測れるものは5点(26～29・33)あ る。全長398mm、

高 さ75mm、 幅148mmで ある。形状は広端面と狭短面ではやや短冊状 になり、厚 さ15㎜ である。

製作は丸太に帯状の粘土 を範に巻 き付 け、表面を縄 目のタタキで締めている。内面には、取 り

上げでの紐状の痕跡が残るものがある(26)。 玉縁部は一回 り小 さくし、ほかの丸瓦 と重ね ら

れるようになる。玉縁は長さ41mm、 厚 さ15mm、 玉縁幅110㎜ を計る。灰をかぶる瓦 もあ り、焼

成時の問題である。
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平瓦(第27図 ～30図)は 、破片 となっていたが、復元で多 くの平瓦が掲載できた。丸瓦と同

様で、広端面が広 く、狭端部では、やや狭 く、瓦を並べ る際に丁寧な配置が出来るようになっ

ている。規模は、全長405mm～430mm、 高さ48mm～74mm、 厚 さ22mm～33mmで ある。形状は他の瓦

と同様で、広い端部 とやや狭い端部を持つ。成形では凸面に縄目タタキ後、布撫でが施される。

端部の成形では、面を削るものや、撫でるだけの ものがある。凹面は、布 目アテ痕や、縄 目の

タタキが観察 される。作製は、瓦 より一回り大 きな作製台に粘土板 をのせ、凹面には板材やヘ

ラで調整 している。凸面は縄 目のタタキ痕や、たた き後 に布撫でが施される。中心付近には作

製台に粘土を固定する木枠部の先端が瓦の粘土に、長辺35mm、 短片30mmの 長方形 した深 さ1～2

mmの 痕跡が両側2箇 所 に存在する。粘土の整形でタタキや、撫でを抑 える役 目となっている。

瓦は、端部 を広 くした り、片端を狭 くする作製で、片方の瓦に重ね られることや、積み重ね

られるように工夫を施 している。瓦 については一一つの窯跡か らの一括で出土 し、作製工人の存

在や、平野部への供給に今後の課題が提 出された。
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V遺 物

表6
図版

番号

遺物

番号

出土地点 計測値 調整

備考
GorT層 遺構番号 層RP 本体部玉縁部

瓦頭面

径
長

切断面

形状

端面

幅

端縁

凸部

端縁

凹部
成型材 成形技法 瓦頭面(個数)

第
21
図

1

酒出市 全長玉縁長 一 一

163

左側辺部 一 一 　 　 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ ー 一 葬縫1
出土地点 酒 出市

1981-9-12

KIKH40-148工 拡埋土

1層

接合等 高
一

/ 右側辺部
一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰白色色調

Hue5Y8/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 　 一 10あ り一 劫 ⑧

2

5-12H 全長玉縁長 349 一

172

左側辺部 (240) a 6 8 7 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り 職1
灰かぶり

接 合等5-13H
-2-llH

高 68 / 右側辺部 310 a 6 9 8

厚 15 一

狭端部 (43)
一 一 　 一 灰色色調

HueN6/0

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 156 一 一 一 一 ⑥ あり3-10

3

3-11H 全長・玉縁長 (165) 一

170

左側辺部 (122) a 10 5 7 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄日叩き後布ナデ 布日アテ ー 旛 繕接 合等3-121

7-4H

9-13H

高 78 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 15 一 狭端部 一 一 　 　 一 褐灰色色調

HuelOYR4/]

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り 一玉縁幅 /

一 広端部 一 一 一 一 一
10あi〕 一 一10

4

5-13H 全長玉縁長 一 一

(150)

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 葬繍
工具痕:(調整)

接 合等3-10H 高 一 / 右側辺部 (33) d 16 　 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 黄灰色色調

Hue2.5Y4/ユ

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 ヘラ削り玉縁幅 /

一
広端部

一 一 一 一 一 10あi〕3あ1〕7

5

5-15H 全長玉縁長 (67) 一

168

左側辺部 一 一 一 　 一

胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ ー 一 葬罐
工具痕(板 目調整)

鐙裏込め条線状叩

断面:鐙埋め込み痕

部分

接合等 高 一 / 右側辺部 (17) 一 一 一 一

厚 10 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y4/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り3あ1〕10

6

4-13Hス テバカクラン 全長玉縁長 (155) 一

164

左側辺部 (106) a 3 11 23 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩 布目アテ ー 葬縫1接 合等5-13H 高 70 / 右側辺部 (140) a 8 5 12

厚 15 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色
色調H

ue5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩 縄目叩一 一
ヘラ削 り ヘラ削 り玉縁幅 / 一 広端部 150 一 一 一 一 ⑥ 一(1)一 ④

7

5-13且 全長玉縁長 (41) 一

162

左側辺部 一 一 一 　 一 胎土 焼成 粘土板・紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ ー 一 葬補1
灰かぶり

接 合等0-11H 高
一

/ 右側辺部
一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 160 一 一 一 一 ⑦ あり① あり②

8

5-12H 全長玉縁長 (175) 一

(162)

左側辺部 (130) a 13 5 5 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 葬罐
灰かぶり

接 合等5-13H
-2-llH

高 63 / 右側辺部 (10) 一 13 一 一

厚 23 一
狭端部

一 一 一 一 一 灰色色調

Hue7.5Y6/ユ

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 148 一 　 　 一 10劫 ② 劫 ⑤

9

4-13Hス テバカクラン 全長玉縁長 (180) 一

(145)

左側辺部 (160) a 12 5 5 胎上 焼成 粘上板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 職1
灰かぶり

工具痕(板調整)接 合等4-14H

レ12H

1-13H

高 63 / 右側辺部 (155) a ll 8 5

厚 23 一 狭端部 (43) 一 一 　 一 灰色色調

Hue7.5Y4/ユ

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り ヘラ削り玉縁幅 /

一 広端部 157 一 一 一 一 10あ り② 劫(7

第
22
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10

5-15n 全長玉縁長 (97) 一

170

左側辺部 (62) C 13 5 一 胎土 焼成 粘土板・紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩後布・嬬 謬 一 旛 縛
灰かぶり

断面:中心から約

20D左に回転

布目重痕

接 合等6-15H

6-14H

高 (71) / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 18 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰オ リーブ色色調

Hue5Y6/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り 一玉縁幅 / 一 広端部 (62)

一 　 　 一 10劫 ② 劫 ⑥

11

0-10H 全長、r縁長 (140) 一

166

左側辺部 (80) a 9 4 7 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 麟1
灰かぶり

接 合等一1-13

7-11H

8-14H

高 73 / 右側辺部 (82) a 6 10 6

厚 17 一 狭端部 一 一 一 　 一 灰色色調

Hue5Y61

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 150 一 一 一 一 10あi〕② あIUO

12

5-14H 全長臼淋 長 (225) 一

173

左側辺部 (35) a 14 3 4 胎土 焼成 粘土板・紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 職1
工具痕(板調整)

指紋(両面)

鐙面破裂

接合等 高 70 / 右側辺部 (210) a 11 3 2

厚 15 一 狭端部 一 一 一 一 一 黄灰色色調

Hue2.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 (105) 一 一 一 一 ⑨ あり(1)あり7

13

一1-10H 全長玉縁長 (75)
一

170

左側辺部 (17)
一 一 一 一

胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩 布目アテ 瓦頭面破裂

。..、 、.外

葬董講 醤
灰かぶり

接 合等一1-12H
-1-llN

-3-12H

高 (72) / 右側辺部 (12)
一 　 　 一

厚 22 一 狭端部 一 一 一 一 一 緑灰色色調

Hue7,5GY6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 153 一 一 一 一 ④ あり① あり⑦

14

5-13H 全長玉縁長 (120) 一

(120)

左側辺部 (106) a 6 7 6 胎土 焼成 粘土板・紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー 旛 繰
灰かぶり

接合等 高 64 / 右側辺部 (90) b 10 一 17

厚 20 一
狭端部

一 一 一 一 一 暗灰黄色

色調H
ue2.5Y5/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩一 一 ヘラ削り
ヘラ削り玉縁幅 / 一 広端部 162 一 一 一 一 10-3劫 ⑤

15

x-0 全長玉縁長 (63) 一

(15⑤

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ・ヘラ削り 一

_些 外

難講藍
酒田市x-0

接合等 高 一 / 右側辺部 (28) 一 一 一 一

厚 19 一

狭端部
一 一 一 一 一

灰色色調

Hue7.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 ③ なし一 なし③

16

1-12H 全長玉縁長 (290) 50

一

左側辺部 (112) a 8 5 6 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板紐

凸而 凹而 玉縁端而

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー
ヘラ削り

_唱.外

難講醤
布目重痕

接 合等6-11H 高 68 / 右側辺部 (270) a 13 3 4

厚 13 18 狭端部 123 一 一 一 一 灰色色調

Hue7.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削 り 布ナデ玉縁幅 / 100 広端部 (95) 一 一 一 一 一 なし一 なし 一

第
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17

5-13皿 全長玉縁長 一 一

174

左側辺部 一 一 一 　 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 良 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き 一 一 籍 繕
指紋あり

接 合等一3-10H 高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 黄灰色色調

Hue2.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り3あ り⑤

18

5-15H 全長玉縁長 一 一

(162)

左側辺部 一 一 　 　 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面
一 一 一 雑 繕

花弁部指調整あり

灰かぶり

空気膨張あり

接合等 高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 青灰色色調

Hue5PB6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 　 一 10あ り3劫 ⑥

19

5-13H 全長玉縁長 一 一

164

左側辺部 一 一 一 一 一

胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面
一 一 一 職1

灰かぶり

接 合等4-12H

2-12H

-1--10H

高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 　 一 オリーブ灰色色調

Hue5GY7/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10劫3劫 ⑦

20

4-14H 全長・玉縁長 一 一

154

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面

縄日叩き 一 一 葬罐
灰かぶり

よごれあり接 合等4-13H

5-13H

高 一
/ 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 　 　 一 青灰色色調

Hue5B5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10劫3劫 ⑦

出土遺物観察表(軒丸瓦)
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瓦頭面

径
長

切断面

形状

端面

幅

端縁

凸部

端縁

凹部
成型材 成形技法 瓦頭面(個数)
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21

8-13HI 全長玉縁長 一 一

157

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面
一 一 一 葬縫1

花弁部指調整あり

接合等 高
一

/ 右側辺部
一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰 白色色調

HuelOYR8/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り一 劫 ⑤

22

0-10H 全長玉縁長 一 一

(166)

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面
一 一 一 職1接合等 高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚
一 一

狭端部
一 一 一 　 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り一 劫 ⑨

23

4-11H 全長・玉縁長 一 一

164

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面

縄日叩き 一 一 旛 繕接 合等5-12H

5-13HI

高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 　 　 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 /

一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り一 あり⑨

24

5-131 全長玉縁長 一 一

191

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面
一 一 　 葬繍

8弁鐙

各区に三角を配置接 合等0-11H

O-12HI

7-13H

高 一 / 右側辺部 一 一 一 　 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 赤灰色色調

Hue2.5YR5/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 一 一玉縁幅 /

一
広端部

一 一 一 一 一 8な し4な し4

25

2-13H 全長玉縁長 一 一

(172)

左側辺部 一 一 一 　 一

胎土 焼成 粘土板紐

細砂混 良 粘土板

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き 一 一 葬罐
2枚重作

瓦頭面裏布目アテ

瓦頭端面縄目叩

花弁部縄目叩き後
指調整あり

接合等2一 ユ4H2-10H

-1-21VO-10H

4-10H

高 一 / 右側辺部 一 一 一 一 一

厚 一 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰 白色

色調H
uelOY7/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

一 一 一 一玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一 10あ り一 あり(7)

出土遺物観察表(軒丸瓦)
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26

5-13H 全長玉縁長 398 41 左側辺部 (304) a ll 7 3 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

広端縁の凸凹両面に指紋

あり

灰かぶり

布目重ね部分あり

接合等 高 75 / 右側辺部 350 a 12 2 4

厚 14 15 狭端部 (115)
一 一 一 一

黄灰色色調

Hue2.5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / llO 広端部 146 a 11 13 25

27

5-15H 全長玉縁長 343 40 左側辺部 348 a 12 4 7 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄日叩き後布ナデ 布日アテ 布ナデ

灰かぶり

布日重ね部分あり接 合等6-15且

10-13H

lO-14H

高 72 / 右側辺部 (178) a 12 7 7

厚 20 19 狭端部 125 一 一 　 一 灰色色調

HueN5/0

広端面 峡端而 左側端而 右側端面
ヘラ削り 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 100 広端部 (95) b 14 一 11

28

SQI(2・3-8・9)Y 全長玉縁長 327 68 左側辺部 330 C 15 5 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄H叩 き後布ナデ 布Hア テ 無調整

接合等SQIF4(3-10)

高 72 / 右側辺部 (213) a 9 6 4

厚 15 10 狭端部 (96) 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩き 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / (49) 広端部 148 a ll 10 21

29

SQIス テバ1 全長・玉縁長 348 30 左側辺部 355 a 12 4 6 胎土 焼成 板・紐

粗砂混 良 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り接 合等SQIス テバ谷

一2-lllV-1-11N

O-10H

高 57 / 右側辺部 (180) a 10 6 11

厚 18 20 狭端部 (62) 一 一 一 一 灰色色調

Hue7,5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / (22) 広端部 137 b 12 一 18

30

0-13H 全長玉縁長 (205) 43 左側辺部 (205) a 13 4 4 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹而 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

布目重ね部分あり接 合等0-10H

1-13H

一レ11H

高 75 / 右側辺部 (136) b 13 一 5

厚 17 18 狭端部 (84) 一 一 一 一 灰色色調

HueN6/0

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / (85) 広端部 一 一 一 　 一

31

7-13H 全長玉縁長 214 45 左側辺部 (194) a 15 3 3 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ 無調整

灰かぶり

接 合等3-13H 高 64 / 右側辺部 (163) a 17 2 1

厚 15 19 狭端部 126 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 ヘラ削り ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 99 広端部 一 一 一 一 一

第
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32

6-13H 全長玉縁長 (280) (ll) 左側辺部 (245) a 8 7 8 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー

灰かぶり

接 合等一1-111V 高 72 / 右側辺部 (230) a 9 9 8

厚 17 10 狭端部 140 一 一 　 一 灰色色調

Hue7.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / (65) 広端部 一 一 一 一 一

33

7-llH 全長玉縁長 348 (19) 左側辺部 (147) b 12 一 7 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

格・了目状叩き後 布日アテ ヘラ削り
布ナデ

接 合等8-14且 高 78 / 右側辺部 (270) b 12 一 11

厚 20 13 狭端部 (10)
一 一 一 一 灰 白色

色調H
ue10Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩きヘラ削り 一 ヘラ削り
ヘラ削り玉縁幅 / 　 広端部 (57) b 10 　 30

34

2-14H 全長玉縁長 (254) 　 左側辺部 (155) a 10 8 13 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後 布目アテ 無調整
有側辺ヘラ調整

玉縁切断

灰かぶり

指紋あり

接 合等6-15H

8-14H

高 71 / 右側辺部 (142) a 10 7 22

厚 18 一

狭端部 (57)
一 一 一 一 灰色

色調H
ue7,5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

一 一 翼男 膀 縄目叩き玉縁幅 / 一 広端部 一 一 一 一 一

35

一1-10H 全長玉縁長 (249) 一 左側辺部 (225) a 9 3 10 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄H叩 き後布ナデ 布Hア テ ー

灰かぶり

布目重ね部分あり接 合等0-12且 高 61 / 右側辺部 (241) a 9 4 10

厚 14 一

狭端部
一 一 一 一 一

黄灰色色調

Hue2,5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩き 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 /
一 広端部 150 a 14 3 4

36

5-14H 全長・玉縁長 280 一 左側辺部 (284) a 15 2 2 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー

灰かぶり

ゆがみあり接 合等5-15H

6-15H

高 61 / 右側辺部 (177) a 12 4 5

厚 14 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色色調

Hue7,5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄目叩き 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 /
一

広端部 150 a 13 12 22

37

5-15H 全長玉縁長 (301) 　 左側辺部 (256) a 9 12 11 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ後ナデ ー

灰かぶり

指紋あり

広端縁凹部一部調整あり

接 合等5-15皿

6-13皿

4-13

高 75 / 右側辺部 (211) a 10 6 9

厚 16 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色色調

Hue10Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

縄H叩 き 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 　 広端部 158 C 15 10 一

38

SQIス テバ1 全長玉縁長 (199)
一 左側辺部 (77) a 12 3 7 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ー

灰かぶり

指紋あり接 合等3-13皿

4-12H4-14H

9-14H

高 72 / 右側辺部 (190) a 8 6 6

厚 14 一 狭端部 一 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 　 広端部 (85) a 8 8 15

出土遺物観察表(丸瓦)
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39

5-14H 奈長・玉縁長 (213) 43 左側辺部 (163) a 11 7 4 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

接 合等4-13H
-1-145-15H

6-15

高 77 / 右側辺部 (112) a 12 1 5

厚 17 17 狭端部 124 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 98 広端部 一 一 一 　 一

40

5-14H 全長玉縁長 (194) 40 左側辺部 (137) a 19 2 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

接 合等6-14nl-14H

6-15H

1-10H

高 一 / 右側辺部 (194) a 13 3 5

厚 17 16 狭端部 129 一 一 　 一 灰色色調

HueN7/0

広端面1峡 端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 106 広端部 一 一 一 一 一

41

4-14H 全長・玉縁長 (175) 43 左側辺部 (68) b 12 一 1 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄日叩き後布ナデ 布日アテ ヘラ削り

灰かぶり

布目重ね部分あり接 合等6-13H6-15H

8-14H6-12HI

x-0

高 70 / 右側辺部 (173) a 10 4 4

厚 16 19 狭端部 134 一 　 　 一 灰色色調

HueN6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / ll4 広端部 一 一 一 一 一

42

5-15H 全長玉縁長 (172) 48 左側辺部 (102) a 7 6 3 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き縄目叩き後布ナデ 布目アテ
ヘラ削り

灰かぶり

右側端縁凸部欠けている
ため下部で計測

接 合等6-15U 高 69 / 右側辺部 (142) a 13 (4) 4

厚 14 16 狭端部 128 一 一 　 一 灰 オリーブ色色調

Hue7.5Y6/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 100 広端部 一 一 一 一 一

43

6-15n 全長・玉縁長 (168) 55 左側辺部 (153) a 13 3 5 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

接合等 高 63 / 右側辺部 (150) a 13 4 4

厚 15 18 狭端部 128 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 109 広端部 一 一 一 一 一

44

6-15H 全長玉縁長 (110) 51 左側辺部 (82) a 12 7 2 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

布目重ね部分あり接合等 高 一 / 右側辺部 一 一 　 　 一

厚 19 17 狭端部 (114) 一 一 一 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 96 広端部 一 一 一 一 一

45

1-13且 全長・玉縁長 (130) 34 左側辺部 (118) a 12 6 5 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り接 合等2-13H 高 70 / 右側辺部 (134) a ll 2 6

厚 17 15 狭端部 133 一 一 一 一 灰色色調

Hue7,5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 115 広端部 一 一 一 一 一

46

5-15皿 奈長玉縁長 (120) 50 左側辺部 (98) a 18 3 3 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き後布ナデ 布目アテ ヘラ削り

灰かぶり

接合等 高 66 / 右側辺部 (35) b 13 一 3

厚 14 15 狭端部 131 一 一 一 一 黄灰色色調

Hue2,5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 106 広端部 一 一 　 　 一

47

3-13H 全長玉縁長 (129) 40 左側辺部 (123) a 14 2 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土紐

凸面 凹面 玉縁端面

縄目叩き 布目アテ 無調整

灰かぶり

接 合等1-12nl3-14H

6-10H

6-llH

高 62 / 右側辺部 (100) a ll 3 3

厚 14 22 狭端部 146 一 一 　 一 褐灰色色調

Hue10YR6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面
一 一 ヘラ削り ヘラ削り玉縁幅 / 121 広端部 一 一 一 一 一

出土遺物観察表(丸瓦)

表8
図版

番
号

遺物

番
号

出土地点 計測値 調整
備考RPG

orT層 遺構番号 層 番号 全長 高 厚 長
切断面

形状

端面

幅

端縁

凸部

端縁
凹部

成型材 成形技法

第
27
図

48

SQ193

412 59 31

左側辺部 397 b 19 7 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩接 合 等SQl(3-5)-1-9H

-1-10H-1-11H-2-11H

-3-10H

右側辺部 390 d 14 一 一

狭端部 270 d 23 一 一 黄灰色色調

Hue2.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 268 d 29 一 一

49

SQ1200

411 52 33

左側辺部 412 d 12 一 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

格子目叩・板目 縄目叩・後布ナデ

指紋あり

接合等SQIF4(2-9) 右側辺部 408 d 20 一 一

狭端部 277 d 25 一 一 灰色色調

Hue7.5Y61

広端面1峡 端面 左側端面 右側端面

布ナデ 布ナデ 布ナデ 布ナデ広端部 264 d 21 　 一

50

SQIF4(2-9)

406 61 30

左側辺部 394 b 16 10 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩

指紋あり

接合等 右側辺部 403 b 13 7 一

狭端部 264 d 19 　 一

黄灰色色調

Hue2.5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板目 板目広端部 263 d 23 一 一

51

SQIF2(2-10)315

408 48 31

左側辺部 394 d 12 一 一 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩 後布ナデ

灰かぶり

指紋あり接合等SQIY 右側辺部 400 d 9 一 一

狭端部 273 d 20 一 一 灰色色調

HueN5/0

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 248 d 18 一 一

第
28

図

52

SQIF4

405 75 25

左側辺部 400 b 15 13 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土板

Inl面 凹面

板整形・布ナデ 縄目叩 後布ナデ接合等 右側辺部 414 b 15 6 一

狭端部 275 d 18 一 一 灰色色調

HueN5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り ヘラ削り 板調整 板調整広端部 273 d 27 一 一

53

SQ1ス テバ

414 59 22

左側辺部 <405> d 13 　 一

胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

布目アテ→板ナデ 縄目叩 後布ナデ

指紋あり

接合等6-10H 右側辺部 418 d 10 一 一

狭端部 284 d 17 一 一 灰色色調

Hue7.5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 <276> d 15 一 一

54

SQIF1(2-8)

430 74 27

左側辺部 425 b 21 7 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩 後ヘラ削り

指紋あり

接合等SQIF4(2-9)X-0 右側辺部 <430> b 18 5 一

狭端部 277 d ll 一 一 灰 白色色調

Hue10YR8/2

広端面1峡 端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 <275> d 11 　 一

55

2-14H

380 52 27

左側辺部 399 d 15 一 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目調整 縄目叩後布ナデヘラ削り

指紋あり

接合等1-14H

5-14H

右側辺部 <396> d 17 一 一

狭端部 <270> d 25 　 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 252 d 25 一 一

出土遺物観察表(平瓦)

43



V遺 物

表8
図版

番
号

遺物

番
号

出土地点 計測値 調整
備考RPG

orT層 遺構番号 層 番号 全長 高 厚 長
切断面
形状

端面
幅

端縁
凸部

端縁
凹部

成型材 成形技法

第
29
図

56

SQ1204

415 73 25

左側辺部 <416> b 11 13 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

布目アテ 板整形 縄目叩後布ナデヘラ削り

指紋あり

接合等SQ1ス テバ8-13H

SQ1ス テバ西18-14H

9-13H

右側辺部 <412> a 19 8 14

狭端部 <277> C 10 一 6 灰 白色色調

Hue7.5Y7/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り ヘラ削り ヘラ削り ヘラ削り広端部 267 C 13 　 8

57

4-14H

402 71 32

左側辺部 396 b 13 <6> 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩 後布ナデ

指紋あり

接合等5-3H

5-14H

6-12H

右側辺部 <401> a 13 2 5

狭端部 <263> d 23 　 一 浅黄色色調

Hue2.5Y7/3

広端面1峡 端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 250 d 29 一 一

58

4-19H

422 75 27

左側辺部 420 b 20 4 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板日 縄目叩 後ヘラ削り

指紋あり

接合等 一1-116-13H

-1-llIV8-11H

-1-12H

右側辺部 <416> b 18 5 一

狭端部 280 d 19 　 一 灰色色調

Hue7.5Y5/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 <264> d 20 一 一

59

5-13H

416 59 27

左側辺部 414 b 22 3 一 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩 後板Hナ デ接合等5-14H 右側辺部 <414> d 13 　 一

狭端部 272 d 25 一 一 灰 黄色色調

Hue2.5Y7/2

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 布ナデ・板調整広端部 <256> d 27 一 一

第
30
図

60

0-10H

401 55 28

左側辺部 404 b 10 10 一 胎土 焼成 板 紐

細砂混 堅 粘土板

Inl面 凹面

板整形 縄目叩 後布ナデ

指紋あり

灰かぶり接合等 右側辺部 <396> b 14 11 一

狭端部 <280> d 32 一 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

無調整 無調整 布ナデ 布ナデ広端部 275 d 21 一 一

61

5-12H

415 43 13

左側辺部 <405> d 12 　 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板目 縄目叩 後布ナデ接合等 一2-9H7-1411

-1-10H8-14H

7-13H

右側辺部 407 d 7 一 一

狭端部 <289> d 15 一 一 紫灰色色調

Hue5P6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 板調整 板調整広端部 270 d 10 　 一

62

5-14H

395 51 18

左側辺部 <382> b 9 10 一 胎土 焼成 板紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

布ナデ 格子目状叩き

指紋あり

左辺凹凸部

指調整

接合等13-14H

5-13H

6-15H

右側辺部 <384> a 9 2 21

狭端部 <258> C 15 　 8 浅黄色色調

Hue2.5Y7/3

広端面1峡 端面 左側端面 右側端面

ヘラ削り ヘラ削り ヘラ削り ヘラ削り広端部 <245> d 15 一 0

63

2-10H

408 51 19

左側辺部 一 一 一 一 一 胎土 焼成 板・紐

細砂混 堅 粘土板

凸面 凹面

板日 縄日叩 後布ナデ

灰かぶり

接合等0-13H
-1-llH

右側辺部 405 d 12 一 一

狭端部 (218 d 13 　 一 灰色色調

Hue5Y6/1

広端面 峡端面 左側端面 右側端面

板調整 板調整 一 板調整広端部 (116 d 10 一 一

出土遺物観察表(平瓦)
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VI坂 ノ下遺跡

W坂 ノ下遺跡

遺構 と遺物の分布

調査では当初、重機械によって表土の除去 と手掘 りによる面整理を実施 した。遺跡詳細分布

調査での資料では事業区の部分に土器片の散布が認め られ、 トレンチと、試掘 ピッ トを設定し

遺構 ・遺物の検出状況を確認 した。その結果、鷹尾山か ら延びる小段丘に立地する集落跡 とし

て認定 された。遺跡の規模は東西60m、 南北120mの 範囲である。 トレンチの面整理では土器

片や、遺構 と考えられる落ち込みが確認され、小段丘上に広がる。掘立柱建物跡の柱痕が多数

検出され、建物跡 として組み合 わされるもの と考 えられる。遺物は須恵器の杯片や、甕片、内

黒土器の杯片、碗片、縄文時代の石器が出土 した。整理箱にして4箱 である。

掘柱建物跡(第31図)

建物跡は7棟が組み合わさった。二間×三間の身舎 と、三問×四間の身舎 をもつ建物跡が多

い。柱問は2.lmか ら2.4mを 測 り、7尺 ないし8尺等問である。SB4建 物跡は三問、四間の規模

が大 きい建物で、遺跡の中心 になるものと考える。建物跡はほぼ東西や、南北に並び、存在 は

時期の違いに認められる。 また、SB6建 物跡は身舎に一問、二間の規模で続 き、建物が一体

となる。
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VI坂 ノ下遺跡

その他の遺構

建物跡の周囲には風倒木痕 と推定 される大 きな落ち込みが確認されている。建物の傍で確認

され、集落と一体 とした感 を受ける。中心に地山の土砂が充満 し、風で倒れた方向が明瞭に分

かることで、風倒木痕 としたものである。

出土遺物(第33図)

遺物は4箱 の総量であるが、遺構の時期 を確定する貴重な資料である。1は 内黒土器で、破片

であるが内面をヘラ状工具で丁寧に磨 き、器面に炭素を吸着させ、黒色化を施 こしている。2

も同様であるが、器形は碗である。内面は同様であ り、外面に口縁部は横位に、体部下半は縦

位にヘラ状工具で磨き、整形 している。3～6は 赤焼土器の杯形土器である。底部の切 り離 しは

回転糸切 り離 しで、器面にロクロ痕を明瞭に残す。7は 赤焼土器の甕形土器である。長胴形 を

呈するものと思われる。口縁部のみの出土であるが、体部から頚部にかけてはクの字状に外反

し、口縁は丸 くなり、口唇 となる。8～11は 須恵器の甕形土器片である。外面を条線状のタタ

キ痕を示し、内面にも条線状のアテ痕が施される。12は 赤焼土器の甕片である。外面にハケメ

痕を残 している。13は 中世陶器片である。ヘラ状工具による削 り痕が観察され、菊花の刻印が

ある。14は 面整理で出土 した縄文時代の石器である。周囲に押圧剥離面が施され、鋭利な形状

を示す。

表9

挿図
番号

遺物
番号

出土地点 種別 器種
計測値

胎土 焼成 色調
調整・整形 RP

番号
備考

口径 頸径 胴径 低径 器高 器厚 外面 内面 底部

第
32
図

1 1 内黒土器 杯 (130) 一 一 一 (43) 4 細砂混 良 榿色Hue7,5YR7/6 ロクロ痕 ロクロ痕 ・ミガキ 一

2 1 内黒土器 鉢 (230)
一 一 一

(112) 8 粗砂混 良 榿色Hue7.5YR6/6
ロクロ痕

削 り・ミガキ
ロクロ痕 ・ミガキ

3 1 赤焼土器 圷 130 一 一 50 47 4 粗砂混 良 にぶい榿色Hue7.5YR6/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切

4 X-0 赤焼土器 杯 (130) 一 一 一 (45) 3 粗砂混 良 榿色Hue7.5YR6/6 ロクロ痕 ロクロ痕

5 1 赤焼土器 杯 一 一 一 (50) (12) 5 粗砂混 良 榿色Hue7.5YR7/6 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切

6 1 赤焼土器 杯 一 一 一 (50) (ll) 5 粗砂混 良 にぶい黄榿色HuelOYR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕 回転糸切

7 1 赤焼土器 甕 (210)(176)
一 一

(53) 5 粗砂混 良 明黄褐色HuelOYR7/4 ロクロ痕 ロクロ痕

8 X-0 須恵器 壺 一 一 一 一 一 5 粗砂混 堅 灰色Hue5Y5/1 ロク ロ痕 ロクロ痕

9 X-0 須恵器 甕
一 一 一 一 一 13 粗砂混 堅 灰色Hue7.5Y5/1 タタキ アテ痕

10 X-0 須恵器 甕
一 一 一 　 一 9 粗砂混 堅 にぶい黄榿色Hue10YR6/4 タタキ アテ痕

11 X-0 須恵器 甕 一 一 　 　 一 8 粗砂混 堅 榿色Hue5YR6/6 タタキ アテ痕

12 1 十師器 甕 一 一 一 一 一 6 粗砂混 良 にぶい榿色Hue7.5YR7/4 ハケ目 ハケ目

13 1 瓦器 コンロ 一 一 　 　 一 5 細砂混 良 黒色Hue2.5GY2/1 ミガキ ミガキ 外面 菊花文
黒色化処理

(石器)

最大長 最大幅 最大厚

14 石器 石鎌 43 24 8

0 40cm
I

坂ノ下遺跡出土遺物観察表
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Wま とめ

vr考 察

調査 は平成13年 度に実施された広域営農団地農道整備事業(飽 海中央地区)に 伴う緊急発掘

調査である。 ここでは、泉森窯跡 と、坂ノ下遺跡の調査成果の まとめを記述する。

泉森窯跡

窯跡の造営方法が北側に焚き口を持ち、北西か らの風が流入 しやすい方法 を示す。また、丘

陵斜面に一基のみの窯である。採掘 される粘土の量によるものかもしれないが、ほかに窯の存

在が無かった。丘陵斜面には窯跡 と斜面で確認されなかった丘陵の切れ 目に沢筋が確認 され、

この沢筋を利用 して、低いほうに窯での焼 き損 じた製品を投げ捨てていた。窯の周囲や灰原部

分には多 くの土器片が確認された。とくに、灰原の下面では瓦の破片が多 く出土 し、窯の最初

の操業で瓦が焼成されたものと考える。その後、丘陵の西に広がる庄内平野に存在する平安時

代の集落跡に生活什器 として供給 された土器 と考える。また、工人が使 う什器のほか、土器や

粘土 を運ぶ入れ物も窯で焼成されたもの と考える。

窯や、灰原からは須恵器の壷、杯、甕等の製品が出土 し、平安時代の国府 と推測される城輪柵

跡に製品や、瓦を供給 したもの と考える。周辺 には、願瀬山古窯跡や泉谷地古窯跡、山盾古窯

跡等、多 くの窯跡が確認 されている。庄内東部古窯跡群 として平安時代の研究材料 とな り、本

窯跡 も貴重な資料を提出した。特に軒丸瓦では、瓦当面の様相が、城輪柵跡で出土 した軒丸瓦

と同範になり、泉森窯跡で焼成された瓦が同一であり、時期の確認が認められる。時期は同時

に出土した土器の編年から9世紀第一四半期に想定 される。

坂ノ下遺跡

調査での成果では、掘立柱建物跡が7棟 検出され、その分布状況か ら泉森窯跡で作業をした工

人の住居と推定される。

坂ノ下遺跡の掘立建物跡から出土 した遺物の時期は、土師器や赤焼土器の特徴から平安時代初

め、9世 紀中頃 と考えられる。先に述べた泉森窯跡の9世 紀第一一四半期よりは時期はやや遅れる

が、坂 ノ下遺跡の範囲は、農道の路線外、特に東側に大 きく広がるもの と思われる。今後の調

査によっては、泉森窯跡 と同 じ時期の建物跡の存在が十分考えられる。

山形県内で須恵器の窯跡 と工人の工房、居住区域が一体的に把握 される資料は珍 しく、 さらに

出羽国府とされる城輪柵跡の関連 も窺える貴重 な遺跡である。

参考文献

水戸部秀樹 ・須藤英之2003西 村山地域史研究 第21号

柏倉亮吉 ・伊藤 忍1970平 野山古窯跡群 寒河江市教育委員会

その他多 くの研究者に報告の示唆を与えていただいた。記 して感謝を述べるところであるが、

省略 させていただいた。無礼 を深謝します。
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